
議題１  行政経営改革実施計画の評価について 

 

行政経営改革実施計画の評価について 

（１）評価の目的 

行政経営改革実施計画の進捗状況を管理し、行政経営改革実施計

画の取組項目を計画どおり実施すること。  
また、外部評価においては、行政経営改革実施計画に対する評価

の客観性、透明性を確保するとともに、外部の視点から調査審議し、

進行管理の妥当性を検証しながら、必要に応じて助言をすること。 
 

（２）評価の対象 

行政経営改革実施計画に位置付けする５２の取組項目  
 

（３）評価の方法及び平成３１年度スケジュール 

時 期 主体 実施内容 

４ ⽉  所 管 課  「 ⾏ 政 経 営 改 ⾰ 実 施 計 画  進 捗 管 理 シ ー ト 」（ 資 料 ２ ） に 、  
① 取 組 ⽬ 標 ② 取 組 実 績 ③ 評 価・今 後 の ⽅ 針・意 ⾒ を 記 ⼊ す る 。

５ ⽉  

⾏政経営 
改⾰審議会 

「 ⾏ 政 経 営 改 ⾰ 実 施 計 画  進 捗 管 理 シ ー ト 」（ 資 料 ２ ） に 、  
③ 評 価 ・ 今 後 の ⽅ 針 ・ 意 ⾒ を 記 ⼊ す る 。  
 

※ 評 価 の 際 は 、効 率 的 な 審 議 と す る た め 、審 議 会 を ２ 班 に 分 け 、
最 終 ⽇ に 評 価 結 果 を 共 有 し 、審 議 会 と し て の 評 価 を 決 定 す る 。

 
・ ５ ⽉ 上 旬  審 議 １ 回 ⽬ （ ２ 班 に 分 け 審 議 ）  
・ ５ ⽉ 下 旬  審 議 ２ 回 ⽬ （ 評 価 結 果 を 共 有 し 、 評 価 を 決 定 ）  
・ ６ ⽉ 中 旬  評 価 結 果 の 答 申  

６ ⽉  

７ ⽉  ⾏政経営 
戦略会議 

「 ⾏ 政 経 営 改 ⾰ 実 施 計 画  進 捗 管 理 シ ー ト 」（ 資 料 ２ ） に 、  
③ 評 価 ・ 今 後 の ⽅ 針 ・ 意 ⾒ を 記 ⼊ す る 。  
 

※ １ 次 評 価 及 び ２ 次 評 価 を も と に 、 ⾏ 政 経 営 改 ⾰ 実 施 計 画 の 進
捗 状 況 に 関 す る 、 市 の 「 最 終 評 価 」 を 決 定 す る 。  

８ ⽉  
事 務 局  市 は 、 ⾏ 政 経 営 戦 略 会 議 で 決 定 し た 最 終 評 価 を 、 市 ホ ー ム ペ

ー ジ や 情 報 公 開 コ ー ナ ー 等 で 速 や か に 公 表 す る 。  

所 管 課   最 終 評 価 に よ り 、計 画 の ⾒ 直 し が 必 要 と な っ た 場 合 は 、修 正 案
を 作 成 す る 。

９ ⽉  ⾏政経営 
戦略会議 

 修 正 案 を 事 務 局 が 取 り ま と め 、 本 修 正 案 を 審 議 会 で 審 議 す る
こ と の 是 ⾮ に つ い て 、 ⾏ 政 経 営 戦 略 会 議 に 諮 る 。  

10 ⽉  ⾏政経営 
改⾰審議会  修 正 案 に つ い て 、 審 議 会 が 審 議 す る 。  

11 ⽉  事 務 局   ⾏ 政 経 営 改 ⾰ 実 施 計 画（ 31 年 度 改 訂 版 ）を 策 定 し 、公 表 す る 。

 

資料１  





 

議題２  行政経営改革実施計画の変更について 

 

基本方針 2 自立した行財政運営 

4.歳出の抑制 

② 扶助費・補助金について、その対象や必要性、妥当性、有効性などを検証し、見直しを行います。 

 
 

整理番号 2-4-② 項目名 扶助費・補助金の見直し 所管課 
行政経営改革課 

関係各課 

これまでの 

取り組み 

・市は、補助金を見直す際の見直し基準を定めていたが、補助金を新設する際の基本方針を定
めていなかった。 

これからの 

取り組み 

・平成 29（2017）年度に「白井市補助金のあり方の基本方針」を策定し、基本方針に基づき、
5 年ごとに、行政評価の一環として、全ての補助金の見直しを行う。 

・予算編成時に全ての補助金について、「白井市補助金のあり方の基本方針」に基づき、適切
に運用しているかを確認する。 

・扶助費についても統一的な方針を示し、見直しを行う。 

目的 
・扶助費・補助金を適正に執行するため。 

目標時期 随時 

実施内容 

実施スケジュール 

平成 30(2018)
年度 

平成 31(2019)
年度 

平成 32(2020)
年度 

予算編成時の既存補助金の確認       

扶助費の見直しの検討       

扶助費の見直しの実施       

       

       

 目標 効果 

平成 30 

（2018） 

年 度 

・予算編成時の既存補助金の確認 
・扶助費の見直しの検討 

補助金の見直しによる削減効果額 
 平成 30 年度         490,000 円 
 平成 31 年度        2,750,000 円 

平成 31 

（2019） 

年 度 

・予算編成時の既存補助金の確認 
・扶助費の見直しの検討 

平成 32 

（2020） 

年 度 

・予算編成時の既存補助金の確認 
・扶助費の見直しの実施 
 

効果額            3,240,000 円 

 

修正前 

 

 
 

 

基本方針 2 自立した行財政運営 

4.歳出の抑制 

② 扶助費・補助金について、その対象や必要性、妥当性、有効性などを検証し、見直しを行います。 

 

整理番号 2-4-② 項目名 扶助費・補助金の見直し 所管課 
行政経営改革課 

関係各課 

これまでの

取り組み 

・市は、補助金を見直す際の見直し基準を定めていたが、補助金を新設する際の基本方針を定
めていなかった。 

これからの

取り組み 

・平成 29（2017）年度に「白井市補助金のあり方の基本方針」を策定し、基本方針に基づき、
5 年ごとに、行政評価の一環として、全ての補助金の見直しを行う。 

・予算編成時に全ての補助金について、「白井市補助金のあり方の基本方針」に基づき、適切
に運用しているかを確認する。 

・行政経営改革課と担当課等でヒアリングを実施し、市が任意に支出する扶助費について、ヒ
アリング結果を基に方針を示し、適正化を図る。 

目的 
・扶助費・補助金を適正に執行するため。 

目標時期 随時 

実施内容 

実施スケジュール 

平成 30(2018)
年度 

平成 31(2019)
年度 

平成 32(2020)
年度 

予算編成時の既存補助金の確認       

扶助費の見直し       

扶助費の見直しの実施       

       

       

 目標 効果 

平成 30

（2018） 

年 度 

・予算編成時の既存補助金の確認 
・扶助費の見直し 

補助金の見直しによる削減効果額 
 平成 30 年度         490,000 円 
 平成 31 年度        2,750,000 円 

平成 31

（2019） 

年 度 

・予算編成時の既存補助金の確認 
・扶助費の見直しの実施 

平成 32

（2020） 

年 度 

・予算編成時の既存補助金の確認 
・扶助費の見直しの実施 
 

効果額            3,240,000 円 
 

修正後 
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